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市町村立幼稚園・市町村立認定こども園 
沖縄県立総合教育センター 

 
１ 研修目的 
  幼稚園・認定こども園における今日的教育課題を解決していくために、幼児教育に関する理論研究と実践力の 
向上及び教職員としての教養の深化を図り、使命感を持った積極的な人材を育成して幼児教育の活性化と発展に 
資する。 

 
２ 応募資格 
（1） 市町村立幼稚園又は市町村立認定こども園に、教諭又は保育教諭として勤務していること。ただし、中堅教 
  諭等資質向上研修の対象者は除く。 
（2） 原則として、通算３年以上教職を経験していること。 
（3） 原則として、県内外の長期研修修了後５年を経過していること。  
 
３ 研修期間   

  １年ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ型  令和８年４月１日 ～ 令和８年９月30日、10月より学校現場にて研修 

             ※１年ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ型については、「11その他(4)」参照 
 

４ 研修時間 

   ８：30 ～ 17：00（昼休み 12：15 ～ 13：00） 
 
５ 募集する研修領域と募集人員  

 
 
 
 

 
６ 研修内容 
  領域等において今日的教育課題を踏まえ、理論研究及び実践研究を行い、その具体的な成果を広く現場に還元 
できる内容とする。また、本総合教育センターが計画する長期研修講座を受講する。研究内容は報告書にまとめ 
て発表する。 

（1） 研究テーマは、園に還元できる内容とし、次の「指定テーマ」か「任意テーマ」のいずれかとする。 
  ア 指定テーマとは、本総合教育センターが設定するテーマである。 
 
 
  イ 任意テーマとは、応募者が設定するテーマである。 
 
７ 応募書類 
（1） 応募書類（応募書類は返却しない） 
  ア 様式１－２（長期研修申込書）・・・・・・・・・・・４通（原本１通、写し３通） 
  イ 様式２（園長の推薦書）・・・・・・・・・・・・・・４通（原本１通、写し３通） 
  ウ 様式３（テーマ及びテーマ設定の理由）・・・・・・・４通（原本１通、写し３通） 
（2） 注意事項 
  ア 宿泊施設利用該当者で利用を希望する者は、申込書の該当欄に必ず明記すること。 
  イ 様式３（テーマ及びテーマ設定の理由）は所定の用紙を使用し、800字程度にまとめて提出する。 
 
８ 提出期限及び方法  
（1） 園長は、応募書類各４通（原本１通、写し３通）を令和７年９月19日までに、市町村教育委員会教育長へ提

出する（原本郵送）。 
(2) 出願者は、令和７年９月 19日までに、「様式１」を本総合教育センターに「Excelデータ」でメール提出を

すること（鑑不要、様式１のみでよい）。データ提出先：県立総合教育センター 教育経営研修班 研究主事 
知念豪一郎 chinengo@pref.okinawa.lg.jp 

(3) 市町村教育委員会教育長は、応募書類各３通（原本１通、写し２通）を令和７年９月26日までに、教育事務
所長へ提出する（応募書類の写し各１通は市町村教育委員会で保管してください）。 

（4） 教育事務所長は、応募書類各２通（原本１通、写し１通）並びに推薦書（様式４）を令和７年10月10日まで
に、本総合教育センター所長へ提出する（応募書類の写し各１通は各教育事務所で保管してください）。 

 
 
 

研修班 研修領域 募集人数 

教育経営研修班 幼児教育 １年インターバル １名 

指定テーマ 生きる力の基礎を育むための環境構成と援助の工夫 

mailto:chinengo@pref.okinawa.lg.jp


９ 結果の通知 
  選考の結果については、園長及び関係機関の所属長へ下記のとおり通知する。 
（1） 第１次選考結果については、令和７年12月下旬に通知する。 
（2） 最終選考結果については、令和８年２月下旬に通知する。 
  ※但し、研修等定数の確定が遅れる場合には、選考結果の通知も遅れることがある。 
 
10 変事の対応 
  園長は、応募した所属教員の長期研修について困難な状況が生じた場合は、その時点で速やかに本総合教育セ
ンターの長期研修募集担当者へ連絡する。同時に市町村教育委員会及び教育事務所の担当者へ一報する。その後、
関係機関との調整を経て必要な事務手続きを進める。 

 
11 その他 
（1） 本総合教育センターの宿泊施設利用を希望する者は、所属長を通して市町村教育委員会、教育事務所と調整

後、後日、「宿泊施設使用許可願」を本総合教育センター所長へ提出して許可を受ける。なお、離島及び北部地
区(名護市、金武町、宜野座村、恩納村を除く)に居住する者に限る。 

（2） 研修の成果として開発された教育ソフトや著作物の著作権は、本総合教育センターに帰属する。 
（3） 研修期間中の通勤に要する経費及び長期研修講座としての所外研修旅費は、市町村が負担する。 

(4) １年（インターバル型）とは、前期（４～９月）で研究した内容を 10月以降は所属園において実践及び検証

を継続的に行う方法で、実践研究により重点を置き諸課題に取り組む（下記ｲﾒｰｼﾞ図参照）。 

 

イメージ図 

研修期間 前期（４～９月） 後期（10月～３月） 

半年研修 

（前期） 

①テーマ検討会 ②理論研究 ③研究計画 

④事前調査 ⑤中間検討会 ⑥授業実践 

⑦仮説検証 ⑧報告書作成（９～11枚程度） 

⑨プレゼン検討会 ⑩研究報告会 など 

※研修場所：本総合教育センター 

（所外研22回含む） 

※臨任を所属校に配置（４～９月） 

 

 

１ 

年 

研

修 

通 

常 

型 

①テーマ検討会 ②理論研究 ③研究計画 ④事前調査  

⑤中間検討会 ⑥授業実践 ⑦仮説検証  

⑧報告書作成（13～15枚程度） ⑨プレゼン検討会 ⑩研究報告会 など 

※研修場所：本総合教育センター（所外研 22回含む） 

※臨任を所属校に配置（４～３月） 
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①テーマ検討会 ②理論研究 ③研究計画 

④事前調査 ⑤中間検討会  

⑥授業実践（任意）  

⑦報告書作成（６枚程度） 

⑧プレゼン検討会 ⑨研究報告会 など 

※研修場所：本総合教育センター 

（所外研22回含む） 

※臨任を所属園に配置（４～９月） 

 

①授業実践（前期の研究を受けて） 

②実践報告書作成（２枚程度） 

③研究報告会（オンデマンド） など 

※所属園勤務で実践（臨任配置なし） 

主事と月に２回程度 Web会議で連携 

 


